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【出願番号】特願2006-42633(P2006-42633)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月8日(2008.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくも３つの基地局から測位信号パルスを送信して、移動端末の位置座標を決定する
無線測位システムであって、
　前記基地局は、１つの主基地局と複数の従基地局を含み、
　前記主基地局は、
同期信号パルスを前記従基地局に送信するとともに、前記移動端末に測位信号パルスを前
記同期信号パルスの送信終了後の所定の時刻に送信する手段を備え、
　前記従基地局は、
同期信号パルスの受信時刻の決定を、前記従基地局が備えた基準クロックを基準として、
前記基準クロックで動作する粗タイマーと、前記基準クロックよりも細かい刻みで動作す
る精密タイマーを用いて行い、
　前記主基地局から送信された同期信号パルスと前記従基地局のクロックとのクロックの
ずれ時間を測定する手段と、
　前記主基地局の同期信号パルス受信時刻から、前記クロックのずれ時間を含む時間差を
加えた時刻に、測位信号パルスを前記移動端末に送信する手段と、
　前記時間差のデータを前記移動端末に送信する手段とを備え、
　前記移動端末は、
前記測位信号パルスを受信した時刻を、前記主基地局と前記従基地局から送信された、ク
ロックのずれ時間を含む所定の時間差のデータを用いて、所定の周期で補正する手段と、
前記測位信号パルスを受信した時刻と、前記移動端末に保存した前記主基地局と前記従基
地局の位置座標とを用いて、前記移動端末の位置座標を決定する手段と、
を備えたことを特徴とする無線測位システム。
【請求項２】
　請求項１記載の基地局は、所定の擬似ランダムディジタル信号を、任意のディジタル信
号によりパルス位置変調する手段と、
　前記パルス位置変調された擬似ランダムディジタル信号のチップ幅の特定位置でインパ
ルス化した超広帯域無線信号を生成する手段と、
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前記インパルス化した超広帯域無線信号により、同期信号パルスと測位信号パルスを送信
する手段とを備えたことを特徴とする基地局。
【請求項３】
　請求項１記載の移動端末は、前記従基地局から受信した時間差のデータを用いて、測位
信号パルスを受信した時刻を、所定の周期で補正する手段を備えたことを特徴とする移動
端末。
【請求項４】
　少なくも３つの基地局から測位信号パルスを送信して、移動端末の位置座標を決定する
無線測位方法であって、
　前記基地局は、１つの主基地局と複数の従基地局を含み、
　前記主基地局が、前記従基地局に同期信号パルスを送信するステップと、
　前記移動端末に測位信号パルスを前記同期信号パルスの送信終了後の所定の時刻に送信
するステップと、
　前記従基地局が、
同期信号パルスの受信時刻の決定を、前記従基地局が備えた基準クロックを基準として、
前記基準クロックで動作する粗タイマーと、前記基準クロックよりも細かい刻みで動作す
る精密タイマーを用いて行うステップと、
　前記主基地局から送信された同期信号パルスと前記従基地局のクロックとのクロックの
ずれ時間を測定するステップと、
　前記主基地局の同期信号パルス受信時刻から、前記クロックのずれ時間を含む時間差を
加えた時刻に、測位信号パルスを前記移動端末に送信するステップと、
　前記時間差のデータを前記移動端末に送信するステップと、
　前記移動端末が、少なくも３つの前記測位信号パルスの受信時刻を、前記基地局から受
信した前記時間差のデータを用いて、所定の周期で補正するステップと、
　前記主基地局と前記従基地局から前記移動端末までの、各々の前記測位信号パルスの伝
播遅延時間の差を決定するステップと、
　前記各々の伝播遅延時間の差と、前記主基地局と前記従基地局の位置座標を用いて、前
記移動端末の位置座標を決定するステップと、
を含む無線測位方法。
【請求項５】
　１つの主基地局から複数の従基地局に同期信号パルスを送信して、前記従基地局が、移
動端末に送信する測位信号パルスの送信時刻を決定する、無線測位のためのプログラムで
あって、
　前記従基地局が備えたコンピュータを、
　前記主基地局における前記同期信号パルスの送信終了時刻から、前記測位信号パルスの
送信開始時刻までの時間Ｔaと、前記主基地局から前記従基地局までの前記測位信号パル
スの伝播遅延時間Ｔpiと、前記主基地局のクロックに対する前記従基地局のクロックのず
れ時間Ｔ0iと、前記主基地局におけるクロック周期Ｔkとを入力する手段、
　加減算、除算の整数部分の計算、および乗算により、
Ｔi＝[（Ｔa－Ｔpi＋Ｔ0i）ｄｉｖＴk]×Ｔk

の演算を行う手段、および
　前記演算結果Ｔiを、前記従基地局が、前記主基地局の前記同期信号パルスを受信した
時刻から、前記測位信号パルスを送信する時刻までの時間差として出力する手段、
として機能させるための無線測位のためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】無線測位システム、無線測位方法および無線測位のためのプログラム
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
（１）本発明では、
　少なくも３つの基地局から測位信号パルスを送信して、移動端末の位置座標を決定する
無線測位システムであって、前記基地局は、１つの主基地局と複数の従基地局を含み、
　前記主基地局は、
同期信号パルスを前記従基地局に送信するとともに、前記移動端末に測位信号パルスを前
記同期信号パルスの送信終了後の所定の時刻に送信する手段を備え、
　前記従基地局は、
同期信号パルスの受信時刻の決定を、前記従基地局が備えた基準クロックを基準として、
前記基準クロックで動作する粗タイマーと、前記基準クロックよりも細かい刻みで動作す
る精密タイマーを用いて行い、
　前記主基地局から送信された同期信号パルスと前記従基地局のクロックとのクロックの
ずれ時間を測定する手段と、
　前記主基地局の同期信号パルス受信時刻から、前記クロックのずれ時間を含む時間差を
加えた時刻に、測位信号パルスを前記移動端末に送信する手段と、
　前記時間差のデータを前記移動端末に送信する手段とを備え、
　前記移動端末は、
前記測位信号パルスを受信した時刻を、前記主基地局と前記従基地局から送信された、ク
ロックのずれ時間を含む所定の時間差のデータを用いて、所定の周期で補正する手段と、
前記測位信号パルスを受信した時刻と、前記移動端末に保存した前記主基地局と前記従基
地局の位置座標とを用いて、前記移動端末の位置座標を決定する手段と、
を備えたことを特徴とする無線測位システムを用いる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
好ましくは、請求項１記載の移動端末は、前記基地局から受信した同期信号パルスの機能
を備えた測位信号パルスの受信時刻の決定を、該移動端末が受信し検出した信号と、該移
動端末に備えた前記基地局に共通の擬似ランダムディジタル信号との相関による時間比較
により行うことを特徴とする移動端末を用いる。
（４）本発明では、少なくも３つの基地局から測位信号パルスを送信して、移動端末の位
置座標を決定する無線測位方法であって、前記基地局は、１つの主基地局と複数の従基地
局を含み、前記主基地局が、前記従基地局に同期信号パルスを送信するステップと、前記
移動端末に測位信号パルスを前記同期信号パルスの送信終了後の所定の時刻に送信するス
テップと、前記従基地局が、前記主基地局から送信された同期信号パルスと、前記従基地
局のクロックとのクロックのずれ時間を決定するステップと、前記移動端末に対し、前記
主基地局の同期信号パルス受信時刻から時間差をつけた時刻に、測位信号パルスを送信す
るステップと、前記時間差のデータを送信するステップと、前記移動端末が、少なくも３
つの前記測位信号パルスの受信時刻を、前記従基地局から受信した前記時間差のデータを
用いて、所定の周期で補正するステップと、前記主基地局と前記従基地局から前記移動端
末までの、各々の前記測位信号パルスの伝播遅延時間の差を決定するステップと、前記各
々の伝播遅延時間の差と、前記主基地局と前記従基地局の位置座標を用いて、前記移動端
末の位置座標を決定するステップと、を含む無線測位方法を用いる。
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（５）本発明では、１つの主基地局から複数の従基地局に同期信号パルスを送信して、前
記従基地局が、移動端末に送信する測位信号パルスの送信時刻を決定する、無線測位のた
めのプログラムであって、前記従基地局が備えたコンピュータを、前記主基地局における
前記同期信号パルスの送信終了時刻から、前記測位信号パルスの送信開始時刻までの時間
Ｔaと、前記主基地局から前記従基地局までの前記測位信号パルスの伝播遅延時間Ｔpiと
、前記主基地局のクロックに対する前記従基地局のクロックのずれ時間Ｔ0iと、前記主基
地局におけるクロック周期Ｔkとを入力する手段、加減算、除算の整数部分の計算、およ
び乗算により、Ｔi＝[（Ｔa－Ｔpi＋Ｔ0i）ｄｉｖＴk]×Ｔkの演算を行う手段、および前
記演算結果Ｔiを、前記従基地局が、前記主基地局の前記同期信号パルスを受信した時刻
から、前記測位信号パルスを送信する時刻までの時間差として出力する手段、として機能
させるための無線測位のためのプログラムを用いる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
　また、実施例３では、前記移動端末３０５は1台としたが、複数の移動端末とすること
も出来る。この場合、各基地局が各移動端末に対し測位信号を各移動端末ごとに個別に、
あるいは、同報的に信号電波を送信し、前記各移動端末は受信した時刻と、前記各基地局
から送信された、前記各基地局のクロックのずれ時間を含む時間差データと、各基地局の
位置座標を用いて、前記複数移動端末の位置座標を決定することが出来る。
（付記１）
　少なくも３つの基地局から測位信号パルスを送信して、移動端末の位置座標を決定する
無線測位システムであって、
　前記基地局は、１つの主基地局と複数の従基地局を含み、
　前記主基地局は、
同期信号パルスを前記従基地局に送信するとともに、前記移動端末に測位信号パルスを前
記同期信号パルスの送信終了後の所定の時刻に送信する手段を備え、
　前記従基地局は、
同期信号パルスの受信時刻の決定を、前記従基地局が備えた基準クロックを基準として、
前記基準クロックで動作する粗タイマーと、前記基準クロックよりも細かい刻みで動作す
る精密タイマーを用いて行い、
　前記主基地局から送信された同期信号パルスと前記従基地局のクロックとのクロックの
ずれ時間を測定する手段と、
　前記主基地局の同期信号パルス受信時刻から、前記クロックのずれ時間を含む時間差を
加えた時刻に、測位信号パルスを前記移動端末に送信する手段と、
　前記時間差のデータを前記移動端末に送信する手段とを備え、
　前記移動端末は、
前記測位信号パルスを受信した時刻を、前記主基地局と前記従基地局から送信された、ク
ロックのずれ時間を含む所定の時間差のデータを用いて、所定の周期で補正する手段と、
前記測位信号パルスを受信した時刻と、前記移動端末に保存した前記主基地局と前記従基
地局の位置座標とを用いて、前記移動端末の位置座標を決定する手段と、
を備えたことを特徴とする無線測位システム。
（付記２）
　付記１記載の基地局は、前記移動端末への測位信号パルスの送信を、所定の周期で繰り
返す手段を備えたことを特徴とする基地局。
（付記３）
　付記１記載の基地局は、インパルス化された超広帯域無線信号を送信することを特徴と
する基地局。
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（付記４）
　付記１記載の基地局は、所定の擬似ランダムディジタル信号が、任意のディジタル信号
によりパルス位置変調され、該パルス位置変調された擬似ランダムディジタル信号のチッ
プ幅の特定位置でインパルス化された信号を送信することを特徴とする基地局。
（付記５）
　付記１記載の基地局は、生成する擬似ランダムディジタル信号として、リードソロモン
符号によりパルス位置変調された信号を用いることを特徴とする基地局。
（付記６）
　付記１記載の基地局は、送信するインパルス化された信号を所定の帯域通過濾波器で帯
域制限する手段を備えたことを特徴とする基地局。
（付記７）
　付記１記載の従基地局は、同期信号パルスの受信時刻の決定を、前記従基地局が受信し
検出した信号と、前記従基地局が備えた前記主基地局と同じ擬似ランダムディジタル信号
との相関による時間比較により行う手段を備えたことを特徴とする基地局。
（付記８）
　付記１記載の従基地局は、同期信号パルスの受信時刻の決定を、前記従基地局が備えた
基準クロックを基準として、前記基準クロックで動作する粗タイマーと、前記基準クロッ
クよりも細かい刻みで動作する精密タイマーを用いて行うことを特徴とする基地局。
（付記９）
　付記１記載の基地局は、移動端末に送信する測位信号パルスを、前記主基地局と従基地
局からの測位信号パルスが前記移動端末において時間的に重ならない時間差をつけた所定
の時刻に送信する手段と、
　前記時間的に重ならない時間差のデータを前記移動端末に送信する手段と、
を備えたことを特徴とする基地局。
（付記１０）
　付記１記載の基地局は、前記時間的に重ならない時間差で行なう測位信号パルスの送信
と、前記時間差のデータの送信を、所定の周期で繰りかえす手段を備えたことを特徴とす
る基地局。
（付記１１）
　付記１記載の従基地局は、前記主基地局より受信した同期信号パルスの受信時刻の決定
を、前記従基地局が備えた基準クロックを基準として、前記基準クロックで動作する粗タ
イマーと、前記基準クロックよりも細かい刻みで動作する精密タイマーを用いて行うこと
を特徴とする基地局。
（付記１２）
　付記１記載の従基地局は、前記時間的に重ならない時間差をつけて測位信号パルスを送
信する時刻の決定を、前記従基地局が備えた基準クロックを基準として、前記基準クロッ
クで動作する粗タイマーと、前記基準クロックよりも細かい刻みで動作する精密タイマー
を用いて行なうことを特徴とする基地局。
（付記１３）
　付記１記載の主基地局は、前記同期信号パルスの機能を備えた測位信号パルスを送信す
る手段を備えたことを特徴とする基地局。
（付記１４）
　前記主基地局は、同期信号パルスの機能を備えた測位信号パルスの前記移動端末への送
信を、所定の周期で繰り返す手段を備えたことを特徴とする基地局。
（付記１５）
　付記１記載の基地局は、所定の擬似ランダムディジタル信号が、任意のディジタル信号
によりパルス位置変調される手段と、
　前記パルス位置変調された擬似ランダムディジタル信号のチップ幅の特定位置でインパ
ルス化した超広帯域無線信号を生成する手段と、
　前記インパルス化した超広帯域無線信号により、前記同期の機能を備えた測位信号パル
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スを送信する手段と、
　を備えたことを特徴とする基地局。
（付記１６）
　付記１記載の従基地局は、前記主基地局から受信した、前記同期の機能を備えた測位信
号パルスの受信時刻の決定を、前記従基地局が備えた基準クロックを基準として、前記基
準クロックで動作する粗タイマーと、前記基準クロックよりも細かい刻みで動作する精密
タイマーを用いて行うことを特徴とする基地局。
（付記１７）
　付記１記載の移動端末は、前記測位信号パルスを受信した時刻を、前記主基地局と前記
従基地局から送信された、クロックのずれ時間を含む所定の時間差のデータを用いて、所
定の周期で補正する手段と、前記測位信号パルスを受信した時刻と、前記移動端末に保存
した前記主基地局と前記従基地局の位置座標とを用いて、前記移動端末の位置座標を決定
する手段と、
を備えたことを特徴とする移動端末。
（付記１８）
　付記１記載の移動端末は、
　前記移動端末で決定された前記移動端末の位置座標を、識別された特定の他の移動端末
のユーザに、前記基地局の少なくも１つを介して伝える手段と、
　識別された特定の固定端末のユーザに、前記基地局に接続されたネットワークを介して
伝える手段と、
を備えたことを特徴とする移動端末。
（付記１９）
　付記１記載の移動端末は、前記主基地局と前記従基地局からの測位信号パルスの受信時
刻の決定を、該移動端末が受信し検出した信号と、該移動端末に備えた前記主基地局と前
記従基地局に固有の擬似ランダムディジタル信号との相関による時間比較により行う手段
を備えたことを特徴とする移動端末。
（付記２０）
　付記１記載の移動端末は、前記時間的に重ならない時間差のデータを用いて、前記移動
端末で決定された前記移動端末の位置座標を、識別された特定の他の移動端末のユーザに
、前記基地局の少なくも１つを介して伝える手段と、
　識別された特定の固定端末のユーザに、前記基地局に接続されたネットワークを介して
伝える手段と、
　を備えたことを特徴とする移動端末。
（付記２１）
付記１記載の移動端末は、前記基地局から受信した前記移動端末において時間的に重なら
ない時間差のデータを用いて、前記基地局から測位信号パルスを受信した時刻を、所定の
周期で補正する手段を備えたことを特徴とする移動端末。
（付記２２）
　付記１記載の移動端末は、前記基地局から前記時間差で送信された測位信号パルスの受
信時刻の決定を、前記移動端末が受信し検出した信号と、前記移動端末に備えた前記各基
地局に共通の擬似ランダムディジタル信号との相関による時間比較により行う手段と、
　前記測位信号パルスの受信時刻を、前記前記基地局から受信した時間差のデータで補正
する手段とを備えたことを特徴とする移動端末。
（付記２３）
　付記１記載の移動端末は、前記同期信号パルスの機能を備えた測位信号パルスの受信時
刻を用いて決定された前記移動端末の位置座標を、識別された特定の他の移動端末のユー
ザに、前記基地局の少なくも１つを介して伝える手段と、
　識別された特定の固定端末のユーザに、前記基地局に接続されたネットワークを介して
伝える手段と、
　を備えたことを特徴とする移動端末。
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（付記２４）
付記１記載の移動端末は、前記同期信号パルスの機能を備えた前記測位信号パルスを受信
した時刻を、前記基地局から受信した時間差のデータを用いて、所定の周期で補正する手
段を備えたことを特徴とする移動端末。
（付記２５）
付記１記載の移動端末は、前記基地局から受信した同期信号パルスの機能を備えた測位信
号パルスの受信時刻の決定を、該移動端末が受信し検出した信号と、該移動端末に備えた
前記基地局に共通の擬似ランダムディジタル信号との相関による時間比較により行うこと
を特徴とする移動端末。
（付記２６）
　少なくも３つの基地局から測位信号パルスを送信して、移動端末の位置座標を決定する
無線測位方法であって、
　前記基地局は、１つの主基地局と複数の従基地局を含み、
　前記主基地局が、前記従基地局に同期信号パルスを送信するステップと、
　前記移動端末に測位信号パルスを前記同期信号パルスの送信終了後の所定の時刻に送信
するステップと、
　前記従基地局が、
同期信号パルスの受信時刻の決定を、前記従基地局が備えた基準クロックを基準として、
前記基準クロックで動作する粗タイマーと、前記基準クロックよりも細かい刻みで動作す
る精密タイマーを用いて行うステップと、
　前記主基地局から送信された同期信号パルスと前記従基地局のクロックとのクロックの
ずれ時間を測定するステップと、
　前記主基地局の同期信号パルス受信時刻から、前記クロックのずれ時間を含む時間差を
加えた時刻に、測位信号パルスを前記移動端末に送信するステップと、
　前記時間差のデータを前記移動端末に送信するステップと、
　前記移動端末が、少なくも３つの前記測位信号パルスの受信時刻を、前記基地局から受
信した前記時間差のデータを用いて、所定の周期で補正するステップと、
　前記主基地局と前記従基地局から前記移動端末までの、各々の前記測位信号パルスの伝
播遅延時間の差を決定するステップと、
　前記各々の伝播遅延時間の差と、前記主基地局と前記従基地局の位置座標を用いて、前
記移動端末の位置座標を決定するステップと、
を含む無線測位方法。
（付記２７)
　１つの主基地局から複数の従基地局に同期信号パルスを送信して、前記従基地局が、移
動端末に送信する測位信号パルスの送信時刻を決定する、無線測位のためのプログラムで
あって、
　前記従基地局が備えたコンピュータを、
　前記主基地局における前記同期信号パルスの送信終了時刻から、前記測位信号パルスの
送信開始時刻までの時間Ｔaと、前記主基地局から前記従基地局までの前記測位信号パル
スの伝播遅延時間Ｔpiと、前記主基地局のクロックに対する前記従基地局のクロックのず
れ時間Ｔ0iと、前記主基地局におけるクロック周期Ｔkとを入力する手段、
　加減算、除算の整数部分の計算、および乗算により、
Ｔi＝[（Ｔa－Ｔpi＋Ｔ0i）ｄｉｖＴk]×Ｔk

の演算を行う手段、および
　前記演算結果Ｔiを、前記従基地局が、前記主基地局の前記同期信号パルスを受信した
時刻から、前記測位信号パルスを送信する時刻までの時間差として出力する手段、
として機能させるための無線測位のためのプログラム。
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